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68.議畳に伴う骨盤変化に撃手響を与える鹿子と拡?
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[8的}我々はこれまでに食事制限による減量と，食

事制限に運動実践を加えた減量とを比較し，それぞれ

プログラムによって生じた骨量変化に差がある

か査かを検討してきた〈中国ら‘ 2002)。その結果，
運動による骨量維持効果を認めることができず，むし

ろ骨量の変化は参加者の身体的特畿やその変化率によ

って説明される可能性のあることを見出した。その後，
我々は同様の介入研究を4年間にわたって繰り返し実
施し，計201名の結果を得たことから，そのデータベー

スを用いて，減量に伴う骨量変化に影響を与える因子

を検討した。[1J法}本研究の対象者は14遊関の食事
事j臨または食事告IJ瞭に運動実践を加えた減量教室に参

加した女性228名であり，すべての溺定に協力可能で
あった201名をデータ解析の対象とした。対象者の平

均年齢は46.1土8.3議，平均B犯は27.8土2.8kg/m2で
あったc 食事制限のみの群 (D群)は63名であち， 1 
食あたり 400kcalを目標に， 4群点数法を用いて，栄

養バランスのよい食事を摂取したc 食事者iJ践に加えて

運動を実践する群 (DE群)は138名であり， D群と同

様の金事寄せ践に加えて，選3回の監視塑遊説}プログラム，
または，選l留の監授型運動十自宅での運動実践を組

み合わせたプログラムに参加した。減量前後に骨密度

(bone mineral density: 13MD) .骨塩量 (bonemineral 
content: 13MC) ，体路紡率(%fat) 体路紡量(fatmass: 
FM)，除脂肪量 (lcanrnass: LM) を測定した。得ら

れた結果から， 13MOおよびB対Cの減量に伴う変化率

を基準変数，体重 13Ml， %fal， FM. LMの減量前の

測定値および減量に伴う変化率，減量前の年齢，身長，

閉経の前後を説明変数としたstepwise法による重自埼

分析を施したo [結果と考察]D群63名とDE群138名の
結果について，二元髭霞分散分析で比較したところ，

測定項患の変化について5弘水準で有意な交互作用が

得られたのは，体重， 13MI， %fat， FMについてであり，

運動実践による効果がみとめられたが， LM， B抗D，

BMC~こ対する運動効果はみとめられなかった。そこで，
D群とDE詳をあわせた201名の管盤変化を説明する国

子を検討したところ， 8MD変化率の説明変数となり
得，たのは減量前の体重のみであり，体重の軽い者辻ど

BMDを低下させやすいことが示された俊二 0.25)。
また， BMC変化率の説明変数として採択されたのは，

免fatの変化率と減量前のBMIであり (R=0.45)，

BMIの抵い軽度詑瀦蓄が大縮に体重を減少させた場合

に， BMCが低下しやすいことが示唆された O一方， BMD，
BMCともに重回帰分析による説明率は高くなかった

ことから，その也に影響を与えている民子の存在が示

唆された。
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